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都市のニューノーマル

コロナ禍をきっかけに
社会・経済のデジタル化や
DXの取り組みが加速している。
都市を取り巻く環境も変化し、DXを活用した
新たな不動産サービスの導入や
スマートシティの推進が求められている。
持続的な経済成長を実現するためには
都市の果たす役割が引き続き重要だ。
都市への集積のあり方を含め、
ポストコロナを見据えた
都市のニューノーマルを探る。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、我
が
国
の
み
な
ら
ず
世
界
経
済
の

本
格
回
復
は
見
通
し
に
く
い
。
一
方
、人
口
減
少
と
世
界
的
な
低
成
長
の
中
で
も
、

持
続
的
な
経
済
成
長
の
実
現
と
生
活
の
豊
か
さ
を
確
保
す
べ
く
、官
民
に
お
い
て
デ

ジ
タ
ル
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
下
、都
市
を
と
り
ま
く
急
速
な
環
境
変

化
を
踏
ま
え
つ
つ
、イ
ン
フ
ラ
、社
会
保
障
、医
療
・
介
護
・
健
康
、そ
し
て
国
際
競
争

力
向
上
等
の
観
点
か
ら
、ま
ち
づ
く
り
の
さ
ら
な
る
推
進
も
求
め
ら
れ
る
。
コ
ロ
ナ

禍
を
克
服
し
、人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
や
D
X
に
対
応
し
つ
つ
持
続
可
能
な
経
済

社
会
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、官
民
に
何
が
求
め
ら
れ
る
か
。
デ
ジ
タ
ル
政
府

に
詳
し
く
、経
済
学
者
の
立
場
か
ら
コ
ロ
ナ
対
策
へ
の
提
言
も
行
っ
て
い
る
法
政
大

学
の
小
黒
一
正
教
授
と
、D
X
や
S
D
Gs
に
精
通
す
る
野
村
総
合
研
究
所
の
御
友

重
希
主
席
研
究
員
が
議
論
し
た
。

コ
ロ
ナ
第
３
波
で

日
本
経
済
は
正
念
場

小
黒　

足
元
の
経
済
状
況
を
概
観
す
る
と
、

飲
食
業
と
観
光
業
な
ど
は
相
当
な
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
製
造
業
な
ど
は

そ
こ
ま
で
大
き
な
影
響
は
出
て
い
ま
せ
ん
。

世
界
で
も
同
じ
傾
向
で
す
。
ま
た
、
日
銀

の
調
査
や
Ｄ
Ｉ
（
景
況
判
断
指
数
）
に
も

あ
る
よ
う
に
、
大
企
業
は
回
復
傾
向
が
見

え
る
一
方
で
、
零
細
企
業
は
厳
し
い
状
態

で
す
。
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
業
種
に
は
目

配
り
が
必
要
で
す
。

　

内
閣
府
が
昨
年
12
月
に
発
表
し
た
Ｇ
Ｄ

Ｐ
統
計
を
見
る
と
、
２
０
２
０
年
７
～
９

月
期
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
２
次
速
報
で
１
次

速
報
よ
り
上
方
修
正
さ
れ
て
１
３
１
兆
円

（
年
率
換
算
５
３
９
兆
円
）
で
し
た
。
前
年

同
期
比
で
は
６
兆
円
の
マ
イ
ナ
ス
で
す
。

緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
２
０
２
０

年
４
～
６
月
期
は
１
２
６
兆
円
（
年
率
換

算
５
１
０
兆
円
）
と
、
前
年
同
期
比
で

12
兆
円
減
と
大
幅
に
落
ち
込
み
ま
し
た
。

た
だ
し
、
２
０
２
０
年
１
～
９
月
期
の
四

半
期
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
合
計
す
る
と
３
９
６
兆
円

で
、
前
年
の
２
０
１
９
年
１
～
９
月
期
の

４
１
６
兆
円
と
約
20
兆
円
の
差
で
す
。
コ

ロ
ナ
第
３
波
の
影
響
が
ど
れ
だ
け
大
き
い

都
市
の

ニュ
ー
ノ
ー
マルに
向
け
て
　

御友重希（みとも・しげき）
野村総合研究所未来創発センター主席研究員（財務省より官民交流）

1995年東京大学経済学部卒業。1995年大蔵省（現財務省）入省。
証券局、米国コーネル大学経営大学院（MBA）、主税局、在伊日本大使
館を経て、国際局でG7/20・IMF、主計局で総務省・外務省等予算、理財
局で財政投融資担当。内閣官房副長官秘書官、英国王立国際問題研
究所（チャタムハウス）客員研究員。英国ロンドンメロポリタン大学ロンドン
ギルドホール法経学部客員研究員。大臣官房信用機構課を経て、環境
省に出向しG7富山･伊勢志摩等担当。その際設立した一般社団法人
CePiCのメンター共同代表・理事（SDGs Innovation HUB、ANR理事）。
CePiCと協働する「次の一万年クラブ」も主宰。金融庁で証券取引等監
視委員会やG20福岡･大阪等担当などを経て2019年8月より財務省から
野村総合研究所に官民交流派遣（現職）。主著に「チャタムハウスから
世界へ」（2014年、きんざい）、「SDGsの本質～企業家と金融によるサス
テナビリティの追求」（2020年、中央経済社）など多数。

小黒一正（おぐろ・かずまさ）
法政大学経済学部教授

1997年京都大学理学部卒業。1997年大蔵省（現財務省）入省後、大
臣官房文書課、関税局監視課総括補佐等を歴任。2005年 財務省財
務総合政策研究所主任研究官、2010年 一橋大学経済研究所准教授
等を経て、2015年から現職。この間、財務省財務総合政策研究所上席
客員研究員、経済産業研究所コンサルティングフェロー、厚生労働省「保
健医療2035 推進」参与、内閣官房「革新的事業活動評価委員会」委
員、会計検査院特別調査職、鹿島平和研究所理事、日本財政学会理事、
新時代戦略研究所理事、日本医療福祉建築協会理事、キヤノングローバ
ル戦略研究所主任研究員等を歴任。主な著書に、「日本経済の再構築」

（2020年、日本経済新聞出版社）。「孤立する都市、つながる街」（2019
年、共著、日本経済新聞出版社）など多数。

巻 頭 対 談

法
政
大
学
経
済
学
部
　
教
授

小
黒
一
正 
氏

野
村
総
合
研
究
所
　
未
来
創
発
セ
ン
タ
ー
　
主
席
研
究
員

御
友
重
希 

氏
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経
済
全
体
で
い
う
と
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
背
景
に
売
り
上
げ
が
伸
び
て
い
る
業
種

や
サ
ー
ビ
ス
も
存
在
し
て
い
て
、
経
済
の

回
復
を
支
え
て
い
る
側
面
が
あ
り
、
株
価

に
も
表
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
業
種
や

取
り
組
み
を
邪
魔
し
な
い
形
で
応
援
・
支

援
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
ね
。

小
黒　

本
来
、
２
０
２
０
年
は
増
税
の
影

響
も
あ
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

拡
大
が
な
け
れ
ば
そ
れ
な
り
の
経
済
成
長

を
し
て
い
た
は
ず
で
し
た
。
２
０
１
２
年

11
月
を
底
と
し
た
景
気
拡
張
期
は

２
０
１
８
年
10
月
に
ピ
ー
ク
を
打
っ
た
と

い
う
の
が
内
閣
府
の
暫
定
評
価
で
す
が
、

成
長
は
ま
だ
緩
や
か
な
ト
レ
ン
ド
で
、
Ｇ

Ｄ
Ｐ
成
長
率
が
年
間
で
マ
イ
ナ
ス
に
な
る

よ
う
な
状
況
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
れ
が
落
ち
込
ん
だ
原
因
は
や
は
り
緊

急
事
態
宣
言
で
外
出
や
営
業
の
自
粛
が
強
ま

り
、
対
人
サ
ー
ビ
ス
の
売
り
上
げ
が
大
幅
に

蒸
発
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
緊
急
事

態
宣
言
も
５
月
に
は
一
時
的
に
解
除
に
な

り
、
観
光
業
や
飲
食
業
向
け
の
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ト

ラ
ベ
ル
・
イ
ー
ト
と
い
っ
た
需
要
喚
起
策
が

昨
年
は
展
開
さ
れ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
経
済

が
回
復
す
る
の
は
自
然
だ
と
思
い
ま
す
。

問
題
は
こ
れ
か
ら
で
、
第
３
波
で
感
染
者

が
増
え
る
中
で
も
経
済
を
回
せ
る
か
ど
う

か
で
す
ね
。

コ
ロ
ナ
禍
と
デ
ジ
タ
ル
技
術

御
友　

コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
人
が
ス
テ
イ

ホ
ー
ム
を
経
験
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
Ｄ
Ｘ

の
よ
う
な
構
造
変
化
を
、
身
を
も
っ
て
考

え
、
実
践
す
る
時
間
を
経
験
で
き
た
こ
と

は
不
幸
中
の
幸
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
と
働
く
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん

が
家
庭
で
一
緒
に
な
っ
て
、
在
宅
勤
務
や

リ
モ
ー
ト
学
習
を
体
験
し
ま
し
た
。
言
葉

と
し
て
の
テ
レ
ワ
ー
ク
は
知
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
日
々
の
現
実
に
な
り
ま
し
た
。

政
府
、
菅
首
相
が
デ
ジ
タ
ル
政
府
を
提
唱

す
る
の
は
、
こ
の
構
造
変
化
を
体
現
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

野
村
総
合
研
究
所
未
来
創
発
セ
ン
タ
ー

で
は
、
昨
年
５
〜
７
月
、
コ
ロ
ナ
危
機
を

乗
り
越
え
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
ニ
ュ
ー
ノ
ー

マ
ル
」
に
向
け
た
再
興
へ
の
処
方
箋
に
つ

い
て
提
言
し
、
今
年
１
月
、
そ
の
具
体
的

な
実
践
に
つ
い
て
の
対
談
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
黎
明
期
か
ら
通
信
ビ
ジ
ネ
ス
を
リ
ー
ド

し
て
き
た
藤
原
洋
氏
は
、
今
後
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
は
世
界
を
変
革
さ
せ
て
い
く
と

言
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
は
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
の
よ
う
な
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
マ
ー
が
サ
ー
ビ
ス
を
無
料
・
廉
価

で
使
わ
せ
る
代
わ
り
に
、
個
人
情
報
を
中

央
集
権
的
に
独
占
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
普
及
に
よ
っ
て
シ

フ
ト
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ブ
ロ
ッ
ク

チ
ェ
ー
ン
は
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
が
象
徴
的
で

す
が
、
情
報
（
デ
ー
タ
）
は
自
分
だ
け
の

も
の
で
す
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
は
介

か
に
よ
り
ま
す
が
、
仮
に
２
０
２
０
年
10

～
12
月
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
昨
年
並
み
に
回
復

し
て
し
て
い
れ
ば
、
年
間
で
は
20
兆
円
よ

り
も
少
な
い
落
ち
込
み
で
踏
み
止
ま
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
は

２
０
０
８
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
と
よ
く
比

較
さ
れ
ま
す
が
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
は
金
融

業
か
ら
製
造
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
へ
と
影
響

が
及
ん
で
、
２
０
０
９
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を

32
兆
円
も
落
ち
込
ま
せ
ま
し
た
。
２
０
１
０

年
頃
に
は
若
干
回
復
し
ま
し
た
が
、

２
０
１
１
年
に
東
日
本
大
震
災
が
起
き
た

こ
と
も
あ
り
、
な
か
な
か
回
復
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
を
克
服
し
、
経
済

を
回
復
さ
せ
る
に
は
、
コ
ロ
ナ
第
３
波
も

あ
り
、
２
０
２
１
年
の
前
半
が
感
染
症
対

策
に
と
っ
て
も
今
後
の
経
済
に
と
っ
て
も

正
念
場
で
す
。
年
初
を
乗
り
越
え
ら
れ
れ

ば
経
済
も
回
復
が
早
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

御
友　

私
も
経
済
の
中
で
も
生
活
者
に
近

い
業
種
、
経
済
の
裾
野
、
経
世
済
民
の
基

本
の
部
分
が
痛
ん
で
い
る
印
象
を
持
っ
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
マ
ク
ロ
的
に
い
う

と
リ
ー
マ
ン
の
時
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に
対

す
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
、
体
に
例
え
る
な
ら

外
部
に
接
す
る
繊
細
で
重
要
な
部
分
で
あ

る
皮
膚
が
傷
つ
い
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
を

回
復
さ
せ
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
、
そ

こ
に
向
け
た
施
策
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
生
活
者
・
消
費

者
に
近
い
業
種
は
、
個
別
性
・
多
様
性
が

強
い
た
め
、
誰
が
ど
れ
く
ら
い
の
ダ
メ
ー

ジ
な
の
か
把
握
し
に
く
く
、
行
政
支
援
が

行
き
届
き
に
く
い
面
が
あ
り
ま
す
。
支
援

の
対
象
が
広
範
か
つ
多
様
な
場
合
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
迅
速
か

つ
適
切
な
支
援
が
行
え
る
可
能
性
が
高
ま

り
ま
す
。

コロナ禍で多くの人がステイホームを経験し、
デジタル化やDXのような構造変化を、

身をもって考え、実践する時間を経験できたことは
不幸中の幸いだったと思います。
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す
。
私
見
で
す
が
、
政
府
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
進
め
る
に
は
「
隗か

い

よ
り
始
め
よ
」
で
、

児
童
手
当
や
住
民
票
の
申
請
な
ど
、
行
政

官
自
身
が
す
べ
て
の
手
続
き
を
デ
ジ
タ
ル

で
行
う
こ
と
を
義
務
づ
け
る
の
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。
大
臣
を
含
め
行
政
官
は
全

員
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
やｅ－

Ｔａｘ
を
使
う
こ

と
と
す
る
。
財
務
省
、
国
税
庁
自
ら
が
、

使
い
勝
手
を
認
識
す
る
こ
と
で
、
改
善
さ

れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
徐
々
に
で
す
が
、

建
設
Ｄ
Ｘ
や
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
と
い
う
試

み
が
あ
る
よ
う
に
、
不
動
産
、
ま
ち
づ
く

り
の
分
野
で
も
デ
ジ
タ
ル
化
は
確
実
に
進

み
始
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
オ
フ
ィ
ス

や
商
業
施
設
の
入
館
者
の
体
温
を
サ
ー
モ

グ
ラ
フ
ィ
で
計
測
す
る
こ
と
は
既
に
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
面
で

ハ
ー
ド
ル
は
あ
り
ま
す
が
、
新
た
な
感
染

症
対
策
と
し
て
、
セ
ン
サ
ー
情
報
な
ど
を

利
用
す
れ
ば
、
高
熱
が
出
て
い
る
人
を
サ
ー

チ
す
る
こ
と
も
可
能
で
し
ょ
う
。
こ
う
し

た
新
技
術
は
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す
が
、

集
積
で
生
産
性
が
高
い
都
市
で
こ
そ
、
導

入
の
効
果
は
大
き
い
は
ず
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
と

都
市
集
積
の
こ
れ
か
ら

小
黒　

も
っ
と
も
、
コ
ロ
ナ
禍
は
、
感
染

者
が
都
市
に
集
中
し
て
お
り
、
今
後
の
都

市
集
積
を
め
ぐ
っ
て
の
議
論
を
生
じ
さ
せ

て
い
ま
す
。
私
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
シ
ナ
リ

オ
次
第
で
都
市
集
積
の
ト
レ
ン
ド
も
変
化

在
し
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
個
人
情
報
を
ブ

ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
で
蓄
積
す
る
こ
と
で
、

保
護
し
な
が
ら
活
用
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、

医
療
機
関
で
の
初
診
の
際
に
、
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
マ
ー
を
通
さ
ず
に
ブ
ロ
ッ
ク

チ
ェ
ー
ン
化
さ
れ
た
前
の
カ
ル
テ
を
提
出

し
、
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
う

し
た
民
間
主
導
の
先
端
技
術
や
先
駆
的
取

り
組
み
を
、
今
後
は
、
政
府
が
主
導
し
て
、

法
人
・
個
人
情
報
を
保
護
し
つ
つ
活
用
で

き
る
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

小
黒　

こ
れ
ま
で
も
デ
ジ
タ
ル
化
、
Ｄ
Ｘ

は
進
ん
で
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
「
ト

リ
ガ
ー
」
と
し
て
急
速
に
回
転
し
始
め
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
な
か
な
か
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
の
実
現
は
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
時
限
的
に
解
禁
さ
れ
ま
し
た
。

官
庁
の
押
印
省
略
も
デ
ジ
タ
ル
化
を
象
徴

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
変
化
は
な
ぜ
起

き
た
の
か
。
お
そ
ら
く
、
多
く
の
人
が
諸

外
国
の
政
府
が
行
っ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
化
、

具
体
的
に
は
給
付
金
の
支
給
の
速
さ
を
目
の

当
た
り
し
た
こ
と
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

　

長
年
、
多
く
の
経
済
学
者
が
我
が
国
の

政
府
が
取
り
組
ん
で
い
る
デ
ジ
タ
ル
化
の

遅
れ
を
指
摘
し
、
政
府
も
大
蔵
省
の
時
代

か
ら
納
税
者
番
号
制
度
は
納
税
だ
け
で
は

な
く
、
社
会
保
障
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
に
な

る
と
説
明
し
て
き
ま
し
た
が
、
国
民
に
と
っ

て
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
懸
念
に
対
す
る

比
重
が
大
き
く
、
納
税
者
番
号
制
や
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
の
活
用
は
進
ん
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
の
活
用
や
デ
ジ
タ
ル
政
府
の
構
築
に
向

け
て
国
民
的
合
意
が
あ
る
程
度
取
れ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
大
き
な
前
進
で

す
る
と
考
え
ま
す
。
ワ
ー
ス
ト
な
シ
ナ
リ

オ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
恒
久
的
に
シ
ョ
ッ

ク
を
も
た
ら
す
ケ
ー
ス
で
す
ね
。
つ
ま
り
、

感
染
力
も
致
死
率
も
低
下
せ
ず
、
経
済
的

シ
ョ
ッ
ク
が
継
続
す
る
シ
ナ
リ
オ
で
す
。

ベ
タ
ー
な
シ
ナ
リ
オ
は
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪

の
よ
う
に
、
２
～
３
年
の
一
時
的
な
シ
ョ
ッ

ク
で
収
束
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。

　

多
く
の
人
々
は
こ
の
２
つ
の
シ
ナ
リ
オ

の
実
現
性
を
判
断
で
き
ず
、
様
子
見
の
状

態
で
し
ょ
う
。
都
心
に
オ
フ
ィ
ス
を
構
え

る
大
企
業
の
幹
部
だ
け
で
な
く
、
マ
ン
シ
ョ

ン
を
買
お
う
か
と
迷
う
個
人
を
含
め
、
不

動
産
に
関
わ
る
人
の
大
半
は
、
判
断
を
保

留
し
、
中
間
的
な
対
応
を
取
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
企
業
で
あ
れ
ば
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
対
応
で
き
る
部
署
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、

対
面
に
価
値
が
あ
り
企
画
な
ど
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
な
部
門
は
出
社
と
す
る
。
都
心
の

オ
フ
ィ
ス
を
な
く
す
の
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
都
市
近
郊
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

を
活
用
す
る
、
な
ど
で
す
。
都
心
か
ら
地

方
に
本
社
機
能
を
移
す
ト
レ
ン
ド
が
あ
る

か
と
い
え
ば
、
現
状
で
は
一
部
の
移
転
が

ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
ほ
ど
で
、
ト
レ
ン
ド
と

は
言
え
ま
せ
ん
。

　

仮
に
、
コ
ロ
ナ
禍
が
２
〜
３
年
で
収
束

す
る
と
な
れ
ば
、
集
積
の
ト
レ
ン
ド
は
変

化
し
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
も
そ
も
、
な
ぜ

人
は
都
市
に
集
積
す
る
か
と
い
う
と
、
都

市
そ
の
も
の
が
人
類
の
発
明
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
装
置
だ
か
ら
で

巻 頭 対 談

コロナ禍を「トリガー」として急速に回転し始めています。
官庁の押印省略もデジタル化を象徴しています。

例えば、オンライン診療の実現はなかなか進みませんが、
コロナ禍で時限的に解禁されました。
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可
能
な
は
ず
で
す
。

御
友　

生
産
性
の
観
点
で
は
、
集
積
―
都

市
へ
の
定
住
は
引
き
続
き
重
要
で
す
。
同

時
に
、
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
ス
タ
イ
ル
の
よ
う
な

移
動
生
活
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は

金
融
や
経
済
、
社
会
や
環
境
の
専
門
家
の

有
志
と
「
次
の
一
万
年
ク
ラ
ブ
」
と
い
う

産
官
学
民
の
「
公
共
創
造
家
」
共
創
ハ
ブ

を
主
催
し
て
い
ま
す
。
過
去
一
万
年
を
振

り
返
る
と
、
世
界
で
は
農
業
革
命
に
伴
っ

て
定
住
が
始
ま
り
だ
し
、
日
本
で
は
縄
文

人
が
世
界
で
も
稀
に
見
る
高
い
文
化
・
技

術
を
持
っ
た
平
和
な
狩
猟
・
採
集
生
活
を

続
け
つ
つ
、
自
然
と
一
体
と
な
っ
て
定
住

し
、
災
害
や
気
候
、
食
糧
の
変
化
に
応
じ

て
移
住
す
る
な
ど
一
万
年
持
続
す
る
生
活

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
都
市
居
住
の
歴
史

は
人
類
史
で
は
最
近
の
こ
と
で
、
人
間
は

生
物
、
動
物
と
し
て
本
能
的
に
移
動
生
活

を
好
む
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
昔
か
ら
芸

術
家
や
富
裕
層
は
移
動
生
活
を
好
ん
で
い

ま
し
た
が
、
昨
年
４
月
の
緊
急
事
態
宣
言

下
で
は
一
般
の
人
に
も
二
拠
点
居
住
と

い
っ
た
半
移
動
生
活
が
現
実
的
に
な
り
ま

し
た
。
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
た
の
は
和
歌

山
県
白
浜
町
や
長
野
県
軽
井
沢
町
を
は
じ

め
と
す
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
ワ
ー

ク
と
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
繋
げ
た
造
語
で
、

リ
ゾ
ー
ト
地
で
都
心
と
変
わ
ら
な
い
設
備

を
持
つ
オ
フ
ィ
ス
で
働
き
つ
つ
、
休
日
も

楽
し
む
ス
タ
イ
ル
で
す
。
軽
井
沢
町
は
バ

ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
企
業
研
修
の
よ

す
。
私
見
で
す
が
、
人
間
は
様
々
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を
情
報
の
交
換
量

と
時
間
的
・
空
間
的
コ
ス
ト
に
応
じ
て
使

い
分
け
て
い
ま
す
。
手
紙
や
電
子
メ
ー
ル

は
、
時
間
も
空
間
も
縛
ら
れ
な
い
代
わ
り

に
、
や
り
取
り
す
る
情
報
量
は
多
く
な
い
。

　

そ
の
次
は
電
話
で
す
。
時
間
的
に
は
縛

ら
れ
る
も
の
の
、
や
り
取
り
す
る
情
報
量

は
大
き
い
。
そ
し
て
、
情
報
量
が
圧
倒
的

に
大
き
い
の
は
対
面
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
す
。
社
会
的
動
物
と
い
わ
れ
る
人
間

が
、
他
人
と
深
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
に
は
、
空
間
・
時
間
と
も
共
有
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
量
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ

ど
、
価
値
の
交
換
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

生
じ
、
互
い
に
刺
激
を
受
け
て
生
産
性
が

向
上
し
ま
す
。
も
し
く
は
生
産
性
が
高
い

人
や
企
業
ほ
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
情

報
）
を
求
め
ま
す
。
時
間
・
空
間
的
コ
ス

う
な
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
移
動

生
活
的
な
働
き
方
、
住
ま
い
方
の
ニ
ー
ズ

は
顕
在
化
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
不
動

産
会
社
も
こ
う
し
た
動
き
に
注
目
し
て
、

例
え
ば
、
三
菱
地
所
は
既
に
南
紀
白
浜
、

軽
井
沢
に
施
設
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
重
要
な
こ
と
は
低
迷

し
て
き
た
生
産
性
の
向
上
で
す
。
最
近
、

労
働
生
産
性
を
計
測
で
き
る
メ
ガ
ネ
の
よ

う
な
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
が
登
場
し
て
い

ま
す
。
こ
の
メ
ガ
ネ
な
ど
を
使
っ
て
、
仮

に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
の
生
産
性
が
高
い

と
い
う
デ
ー
タ
が
計
測
で
き
れ
ば
、
夏
休

み
な
ど
か
ら
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
採
用
す

る
と
い
っ
た
企
業
が
登
場
す
る
で
し
ょ
う
。

　

Ｉｏ
Ｔ
端
末
で
デ
ー
タ
を
計
測
す
る
こ
と

で
、
地
方
の
不
動
産
価
値
を
向
上
さ
せ
る

Ｄ
Ｘ
と
い
え
ま
す
。
都
心
の
タ
ワ
ー
マ
ン

シ
ョ
ン
の
付
帯
施
設
と
し
て
全
国
各
地
の

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
利
用
権
を
提
供

す
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
得
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
人
々
の
マ
イ
ン
ド
は
コ
ロ
ナ
禍
で

変
化
し
て
い
ま
す
。
都
市
へ
の
集
積
傾
向

は
変
わ
ら
な
い
と
し
て
も
、
多
様
な
働
き

方
・
住
ま
い
方
を
求
め
る
動
き
は
残
る
と

思
い
ま
す
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
、ウ
ェ
ル
ネ
ス
に
お
け
る

官
民
連
携

御
友　
　

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
大
都
市

で
の
感
染
症
含
む
災
害
時
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

SDGsは政府セクターだけでは
もはや達成できず、民間セクターと共に
達成していく世界共通の目標・言語です。
これからの官民連携は、政府・自治体が

大まかな方針を示しつつ、
政策を試行錯誤しながら共創していく形が

望ましいのかもしれません。

ト
を
最
小
化
し
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
最
大
化
す
る
に
は
、
人
々
は
集

ま
っ
た
方
が
い
い
わ
け
で
す
ね
。

　

都
市
学
者
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ロ
リ
ダ

は
、
先
進
国
の
経
済
成
長
を
担
う
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
ク
ラ
ス
と
呼
ば
れ
る
知
的
労
働

者
が
、
寛
容
な
都
市
に
集
積
す
る
傾
向
や
、

芸
術
な
ど
創
造
的
な
体
験
を
求
め
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
創
造
的
な
体

験
と
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
種
で

す
。
ま
た
、
都
市
経
済
学
者
の
エ
ン
リ
コ
・

モ
レ
ッ
テ
ィ
も
、
Ｉ
Ｔ
企
業
の
よ
う
な
知

識
集
約
型
の
企
業
が
集
積
す
る
都
市
で
は

活
発
な
知
識
の
交
換
が
行
わ
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
生
産
性
が
高
ま
る
と
指
摘
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
を
考
え
る
と
、
経
済
成
長

に
お
け
る
都
市
集
積
の
重
要
度
は
増
し
て

い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
先
ほ
ど
も
言
及

し
ま
し
た
が
、
本
来
は
技
術
を
使
っ
て
、

集
積
と
感
染
症
対
策
を
両
立
す
る
こ
と
は
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プ
に
も
な
り
ま
す
。
企
業
も
従
業
員
も
、

避
難
先
と
し
て
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を

活
用
で
き
ま
す
。
自
治
体
が
企
業
と
推
進

す
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
企
業
と
地
域

の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
貢
献
す
る
と
い
う
新
し
い
官

民
連
携
と
い
え
ま
す
。
世
界
的
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
政

府
セ
ク
タ
ー
だ
け
で
は
、
も
は
や
達
成
で

き
ず
民
間
セ
ク
タ
ー
と
共
に
達
成
し
て
い

く
と
い
う
世
界
共
通
の
目
標
・
言
語
で
す
。

　

大
ま
か
な
方
針
、
ゴ
ー
ル
は
あ
り
ま
す

が
、
実
際
の
施
策
は
政
府
や
民
間
に
任
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
官
民
連
携
は
、

政
府
・
自
治
体
が
大
ま
か
な
方
針
を
示
し

つ
つ
、
主
導
す
る
企
業
・
個
人
と
密
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
、
政
策
を

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
共
創
し
て
い
く
形
が

望
ま
し
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度※

１

な
ど
活
用
し

な
が
ら
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
で
企
業
や
従
業
員
が
避

発
生
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

対
処
す
る
た
め
、
高
齢
者
向
け
施
設
や
住

居
を
市
区
町
村
の
都
心
部
に
集
約
し
て
提

供
す
る
と
い
う
構
想
で
す
。
集
住
を
実
現

す
る
こ
と
で
、
一
人
当
た
り
介
護
給
付
費

を
抑
制
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。　

　

介
護
費
を
抑
制
し
つ
つ
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
生
じ
さ
せ
れ
ば
、
セ
ン
サ
ー
や

ロ
ボ
ッ
ト
の
整
備
に
公
的
支
援
を
充
て
ら

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
実
現
す
れ
ば
、

介
護
従
事
者
の
負
担
を
抑
え
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
向
上
で
き
ま
す
。
収
集
し
た
健

康
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
、
新
サ
ー
ビ
ス
や
ロ

ボ
ッ
ト
開
発
に
も
繋
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、収
集
し
た
健
康
デ
ー
タ
、ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
を
整
理
す
る
こ
と
で
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と

金
融
市
場
を
結
び
つ
け
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

フ
ァ
ン
ド
の
創
設
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
有
価
証
券
や
不
動
産

の
よ
う
に
金
融
商
品
化
す
る
こ
と
で
、
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
の
流
通
促
進
と
さ
ら
な
る
デ
ー

タ
収
集
を
促
進
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
Ｊ
リ
ー
ト
が
不
動
産
を
金
融
商
品
化
し

た
こ
と
で
、
不
動
産
の
質
・
量
と
も
向
上
・

拡
大
し
た
よ
う
に
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
市
場

が
創
設
さ
れ
れ
ば
、
経
済
成
長
に
も
繋
げ

ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

御
友
先
生
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
多
様
な
働
き
方
、
住
ま
い
方

が
定
着
す
れ
ば
、
生
産
体
制
や
都
市
構
造

は
複
雑
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
納
税
や
行

政
サ
ー
ビ
ス
も
多
様
な
形
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
デ
ジ
タ
ル
政
府
が
実
現
す
れ
ば
、
効

率
的
な
再
分
配
の
ほ
か
、
わ
れ
わ
れ
の
生

活
や
都
市
な
ど
の
様
々
な
課
題
に
対
し
て
、

自
治
体
も
企
業
も
よ
り
柔
軟
に
対
応
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

御
友
　
軽
井
沢
町
は
「
さ
わ
や
か
軽
井
沢

ふ
る
さ
と
寄
付
金
」
と
い
う
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。
寄
付
を
す
る
際
に
、
寄
付
者

が
企
業
と
大
学
が
連
携
す
る
広
域
実
験
や

産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
構
築
へ
の
活
用
を
指
定

で
き
る
ユ
ニ
ー
ク
な
制
度
で
す
。
軽
井
沢

町
と
協
定
を
結
ん
で
い
る
信
州
大
学
社
会

基
盤
研
究
所
が
行
っ
て
い
る
軽
井
沢
地
域

に
お
け
る
長
寿
ま
ち
づ
く
り
や
防
災
減
災
、

Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
、
テ
レ
ワ
ー
ク
な

ど
の
研
究
を
支
援
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

軽
井
沢
町
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で

関
わ
る
企
業
に
と
っ
て
は
、
軽
井
沢
町
に

寄
付
を
す
る
こ
と
で
間
接
的
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
拠

点
形
成
と
地
域
や
世
界
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
達
成
に

資
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
は
コ
ロ
ナ
危
機
を
乗
り
越
え
「
レ

ジ
リ
エ
ン
ト
な
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
」
に
向

け
た
再
興
へ
の
有
力
な
処
方
箋
と
な
り
得

ま
す
。
寄
付
金
の
活
用
法
を
企
業
に
示
す

こ
と
で
、
デ
ジ
タ
ル
変
革
Ｄ
Ｘ
時
代
の
新

し
い
官
民
連
携
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
感
染
症

を
含
む
災
害
に
強
く
持
続
可
能
な
ヒ
ト
・

モ
ノ
・
カ
ネ
の
流
れ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
時
代
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
の
共
創
、
百
年
〜
千
年
、

一
万
年
の
繁
栄
す
る
地
域
や
都
市
の
新
た

な
価
値
創
造
が
実
現
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

巻 頭 対 談

私は「ケア・コンパクトシティ」を
提唱しています。団塊世代が
全員後期高齢者になる2025年に

介護難民が発生するといわれています。
これに対処するため、

高齢者向け施設や住居を市区町村の
都心部に集約して提供するという構想です。

難
先
と
し
て
選
ん
だ
自
治
体
の
担
当
者
と

一
緒
に
、
企
業
側
の
防
災
担
当
者
が
研
修

を
行
っ
て
、
地
域
全
体
の
避
難
計
画
を
策

定
す
る
な
ど
で
す
。
既
に
都
心
部
で
は
都

市
再
生
特
別
措
置
法
の
都
市
再
生
安
全
確

保
計
画
制
度
に
よ
っ
て
防
災
分
野
の
官
民

連
携
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
地
方
自
治

体
が
都
心
や
地
場
の
企
業
と
連
携
す
る
こ

と
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
時
代
に
非
常
に
重
要
と
思

い
ま
す
。

小
黒　

防
災
だ
け
で
な
く
、
厚
生
分
野
、

健
康
や
長
寿
と
い
っ
た
ウ
ェ
ル
ネ
ス
分
野

で
も
官
民
連
携
は
効
果
的
で
す
。
高
齢
者

に
対
応
し
つ
つ
、
コ
ロ
ナ
を
始
め
と
し
た

感
染
症
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
も
デ
ジ
タ
ル

化
で
実
現
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
は
「
ケ
ア
・
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ※

２
」
を

提
唱
し
て
い
ま
す
。
我
が
国
の
健
康
年
齢

を
考
え
る
と
、
団
塊
世
代
が
全
員
後
期
高

齢
者
に
な
る
２
０
２
５
年
に
介
護
難
民
が

※1 企業版ふるさと納税: 地方公共団体が行う地方創生の取り組みに対する企業の寄附について法人関係税を税額控除する制度
　　（内閣府地方創生推進事務局より）
※2 小黒一正著『2025年、高齢者が難民になる日』（日経プレミアシリーズ）にて用いられる用語
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ず
、
こ
れ
か
ら
の
豊
か
な
社
会
を
支
え
う
る

国
土
構
造
や
都
市
構
造
を
見
す
え
た
議
論
を

行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

国
土
・
都
市
は

コ
ロ
ナ
禍
に
影
響
さ
れ
る
か

　

今
、
そ
の
よ
う
な
議
論
を
行
う
こ
と
に

は
、
2
つ
の
意
味
が
あ
る
と
考
え
る
。
1
つ

は
、
今
回
の
シ
ョ
ッ
ク
に
対
す
る
向
き
合
い

方
で
あ
る
。
今
後
の
都
市
の
あ
り
方
は
、

ⅰ　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
が
ど
の
程
度
継

続
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
か
、

ⅱ　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
阻
害
さ
れ
た

人
と
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
補
完
す

る
手
段
が
ど
の
程
度
機
能
す
る
の
か
、

　

と
い
う
点
に
大
き
く
依
存
し
、
こ
の
2
点

に
つ
い
て
は
不
確
実
性
が
高
い
。

　

ⅰ
に
つ
い
て
は
、
比
較
的
長
期
に
亘
っ
て

こ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
が
継
続
す
る
と

い
う
見
方
も
説
得
力
を
も
っ
て
唱
え
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
筆
者
他
の
研
究
（
参
考
文

献
）
で
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
代
表
さ
れ
る

シ
ョ
ッ
ク
が
各
国
の
都
市
化
に
与
え
て
き
た

影
響
が
な
い
こ
と
、
C
O
V
I
D-

19
の
感

染
は
人
口
密
度
に
代
表
さ
れ
る
高
い
都
市
集

積
の
あ
る
地
域
で
高
い
レ
ベ
ル
で
発
生
し
て

い
る
も
の
の
、
死
亡
者
に
つ
い
て
は
そ
の
関

係
が
観
察
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。

　

ⅱ
に
つ
い
て
も
、
フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・

フ
ェ
イ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
代
替
す

る
手
段
と
し
て
、
I
C
T
技
術
の
活
用
や
テ

レ
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
働
き
方
の
変
更
が
、
企

業
に
よ
る
生
産
活
動
の
大
き
な
変
更
を
も
た

　

現
在
、
い
わ
ゆ
る
三
密
と
い
う
環
境
が

C
O
V
I
D-

19
の
感
染
リ
ス
ク
を
高
め
る

こ
と
や
、
そ
れ
を
契
機
と
し
て
テ
レ
ワ
ー
ク

が
急
速
に
普
及
し
た
こ
と
を
背
景
に
、
都
市

の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
、
特
に
い
わ
ゆ
る
東

京
一
極
集
中
に
批
判
的
な
議
論
が
持
ち
上

が
っ
て
い
る
。
背
後
に
あ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

考
慮
せ
ず
に
、
多
く
の
人
々
が
感
じ
と
っ
て

い
る
「
雰
囲
気
」
に
引
き
ず
ら
れ
る
形
で
、

国
土
政
策
や
都
市
政
策
の
あ
り
方
が
議
論
さ

れ
る
こ
と
は
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
。
中

長
期
的
な
政
策
の
あ
り
方
は
「
現
在
わ
れ
わ

れ
が
さ
ら
さ
れ
て
い
る
危
機
」
の
み
な
ら

国土構造・都市構造を
決めるもの

　コロナ禍は世界的に人々の行動を変容させている。そして、人々の居住や
経済活動の結果として形成されていく国土・都市の将来像をも見えにくくして
いる。不動産協会はコロナ禍を受けて、都市工学、経済学、医学の有識者な
どで構成する「With コロナ・After コロナにおける国土構造・都市構造のあ
り方に関する研究会」を設置。これからの国土構造・都市構造についての議
論を積み重ね、昨年11月の中間とりまとめを発表した。
　同研究会の座長を務めた日本大学経済学部の中川雅之教授が、同研究
会の中間とりまとめを踏まえ、「With コロナ・After コロナにおける国土構造・
都市構造のあり方」をレポートした。

特別レポート

豊
か
な
社
会
を
支
え
う
る

国
土
・
都
市
に
向
け
た
議
論
を

　

C
O
V
I
D-

19
は
わ
れ
わ
れ
が
思
い
描

い
て
き
た
、
将
来
の
国
土
、
都
市
の
あ
り
方

を
不
透
明
な
も
の
と
し
て
い
る
。
本
稿
は
、

一
般
社
団
法
人
不
動
産
協
会
内
に
設
け
ら
れ

た
「
W
i
t
h 

コ
ロ
ナ
・
A
f
t
e
r 

コ
ロ

ナ
に
お
け
る
国
土
構
造
・
都
市
構
造
の
あ
り

方
に
関
す
る
研
究
会
」
の
中
間
と
り
ま
と
め

と
並
行
し
て
、
中
川
他
が
進
め
る
研
究
（
参

考
文
献
）
に
基
づ
き
、
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

議
論
し
て
い
る
。

ら
す
と
い
う
意
見
が
あ
る
一
方
で
、
そ
の
影

響
は
限
定
的
だ
と
す
る
見
方
も
あ
る
。
こ
の

た
め
、
今
後
の
国
土
構
造
や
都
市
構
造
に
与

え
る
影
響
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
複
数
の
シ

ナ
リ
オ
を
考
慮
し
て
行
う
必
要
が
あ
る
。

国
土
・
都
市
構
造
は

産
業
や
機
能
の
集
積
に
依
拠

　

議
論
の
2
つ
目
の
意
味
は
、
国
土
構
造
や

都
市
構
造
に
対
す
る
関
与
の
仕
方
に
関
す
る

も
の
で
あ
る
。
地
方
創
生
な
ど
の
議
論
で

は
、
「
地
方
の
が
ん
ば
り
を
支
援
す
る
」
こ

と
で
分
散
型
の
国
土
を
実
現
す
る
と
い
う

ト
ー
ン
の
議
論
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
。
し
か
し
こ
の
2
つ
の
構
造
は
、
基
本
的

に
は
、
技
術
的
な
環
境
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て

く
る
部
分
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま

り
、
「
日
本
が
ど
の
よ
う
な
技
術
構
造
を
持

つ
産
業
に
よ
っ
て
付
加
価
値
を
生
み
出
し
て

行
こ
う
と
し
て
お
り
、
そ
の
産
業
は
人
々
や

機
能
の
集
積
に
ど
れ
だ
け
依
存
し
て
い
る
の

か
」
、
「
こ
れ
か
ら
の
技
術
的
発
展
や
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
は
、
様
々
な
主
体
の
移
動
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ス
ト
を
ど
う
規
定
し

て
い
く
の
か
」
な
ど
の
要
素
が
、
２
つ
の
構

造
の
大
き
な
枠
組
み
を
決
め
る
。
こ
の
た

め
、
そ
れ
を
無
視
し
て
政
府
が
強
い
関
与
を

行
う
こ
と
は
大
き
な
国
民
の
損
失
を
も
た
ら

す
可
能
性
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
立
場
に
立
つ
と
、
都
市
間
の

移
動
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ス
ト
、
都

市
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ス
ト
に
応

じ
て
、
図
表
１
の
よ
う
な
シ
ナ
リ
オ
と
そ
れ

に
対
応
し
た
国
土
構
造
が
想
定
で
き
る
。
し

中川雅之（なかがわ　まさゆき）

日本大学経済学部経済学科教授
1961年秋田県生まれ。1984年京都大学経済学部卒業。
1984年建設省入省。大阪大学で経済学博士号取得。大阪
大学社会経済研究所助教授、国土交通省都市地域整備局ま
ちづくり推進課都市開発融資推進官などを経て、2004年から
現職。主な著書に「都市住宅政策の経済分析」（2003年、日
本評論社、日経・経済図書文化賞、NIRA大来政策研究賞）、

「公共経済学と都市政策」（2008年、日本評論社）、「コンパク
トシティを考える」（2018年、プログレス）など。



NO.119

 

 

7

 

 

か
し
、
各
シ
ナ
リ
オ
の
社
会
に
と
っ
て
の
望

ま
し
さ
や
蓋
然
性
は
異
な
る
。

　

シ
ナ
リ
オ
Ａ
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
終
息
せ

ず
、
都
市
間
の
移
動
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
コ
ス
ト
が
都
市
の
（
本
社
機
能
と
生
産
機

能
へ
の
）
機
能
分
化
を
逆
戻
り
さ
せ
る
ほ
ど

増
高
し
た
シ
ナ
リ
オ
で
あ
り
、
社
会
と
し
て

回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

都
市
の
機
能
分
化
が
維
持
さ
れ
る
シ
ナ
リ
オ

Ｂ
は
２
種
類
あ
る
。
本
社
が
集
中
す
る
大
都

市
内
に
お
い
て
は
テ
レ
ワ
ー
ク
の
進
展
な
ど

が
進
む
一
方
、
生
産
機
能
を
担
う
地
方
都
市

に
お
い
て
は
実
出
勤
が
必
要
で
、
公
共
交
通

機
関
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が
低
下
す
る
た

め
に
都
市
内
の
移
動
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
コ
ス
ト
の
格
差
が
大
き
く
開
い
た
シ
ナ
リ

オ
B-a
に
お
い
て
は
、
極
端
な
大
都
市
へ

の
集
中
が
も
た
ら
さ
れ
て
し
ま
う
。
し
か

し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
が
フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・

フ
ェ
イ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
不
完
全

な
代
替
物
だ
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
や
、
地
方

都
市
に
お
い
て
も
コ
ン

パ
ク
ト
化
が
進
む
こ
と

を
前
提
と
す
れ
ば
、
図

表
２
の
よ
う
に
、
緩
や

か
な
大
都
市
化
の
基
調

は
変
わ
ら
な
い
も
の
と

考
え
る
べ
き
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
（
図
表
１
の

シ
ナ
リ
オ
B-

b
）
。

豊
か
な
社
会
を
支
え

る
集
積
の
重
要
性

　

こ
の
よ
う
な
見
通
し

を
踏
ま
え
て
、
２
つ
の

点
を
強
調
し
て
お
き
た

い
。
日
本
で
人
々
が
こ
れ

か
ら
も
豊
か
な
暮
ら
し

を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
、
集
積
の
重
要
性

を
軽
視
す
べ
き
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
先
進
国
で

は
共
通
の
現
象
と
な
っ

て
い
る
が
、
第
三
次
産

業
、
そ
の
中
で
も
知
識

集
約
産
業
に
よ
っ
て
付

加
価
値
を
生
ん
で
い
く

こ
と
が
、
日
本
に
お
い
て

図表2　大都市圏及びブロック中心都市に対する人口純転出入率

図表1　シナリオ別の国土構造の整理

本社機能都市と生産機能都市の都市内移動・
コミュニケーションコストの格差大

本社機能都市と生産機能都市の都市内移
動・コミュニケーションコストの格差小

都市間移動・
コミュニケーション
コストが低い 

都市間移動・
コミュニケーション
コストが高い 

シナリオ B-a によって実現する
（大都市への集中が極端に進む）

国土構造

シナリオ B-b によって実現する
（緩やかな大都市化によって支えられる）

国土構造

シナリオＡによって
実現する（画一的
な融合機能都市に
よって構成される）

国土構造
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も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
第
二
次
産
業
に
お
い

て
も
、
生
み
出
さ
れ
る
財
に
い
か
に
他
の
財

に
は
な
い
機
能
や
デ
ザ
イ
ン
を
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
か
が
、
企
業
の
運
命
を
分
け
る
よ

う
に
な
っ
て
久
し
い
。
集
積
が
可
能
と
す
る

フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
そ
の
よ
う
な
付
加
価
値
生

産
に
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
多

く
の
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
日
本
は
今
回
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
乗

り
切
っ
た
と
し
て
も
、
人
口
減
少
、
少
子
高

齢
化
に
は
引
き
続
き
立
ち
向
か
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
み
な
ら
ず
、
介
護
等
の
社
会
的
サ
ー

ビ
ス
を
持
続
可
能
な
状
態
で
提
供
す
る
た

め
に
は
、
一
定
の
集
積
が
必
要
だ
ろ
う
。

C
O
V
I
D-

19
は
三
密
と
い
う
環
境
で
感

染
が
広
が
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

が
、
C
O
V
I
D-

19
に
よ
る
重
症
化
を
防

ぐ
高
度
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
は
一
定
の
集
積
が

あ
る
と
こ
ろ
で
し
か
提
供
で
き
な
い
。

　

そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
東
京
対
地
方
の

よ
う
な
ゼ
ロ
サ
ム
ゲ
ー
ム
と
し
て
集
積
を
と

ら
え
る
の
で
は
な
く
、
東
京
に
代
表
さ
れ
る

大
都
市
圏
の
み
な
ら
ず
、
全
て
の
地
方
に
お

い
て
も
集
積
を
進
め
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な

い
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
中
で

も
、
過
度
な
密
集
状
態
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し

て
管
理
す
る
ス
マ
ー
ト
な
技
術
を
社
会
が
身

に
着
け
て
い
く
こ
と
に
期
待
し
た
い
。

注１）
その他大都市2は
札幌市、仙台市、
広島市、福岡市と
している。

注２）
住民基本台帳人口
移動報告長期時系
列表（総務省統計
局）、国勢調査（総
務省統計局）より
作成。
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